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　「マネジメントシステム統合プログラ
ム」の審査でJQAは、次の7つの判断指
標をもとにマネジメントシステム統合の程
度と統合に向けた改善点をコメントする。

①責任・権限　
②方針・目標管理（*3）

③文書管理
④プロセス・業務管理
⑤内部監査　
⑥マネジメントレビュー　
⑦是正処置・予防処置などの改善活動

（*3）
例として7つの判断指標から、②方針・目標管理
に関する判断指標の一部を示す。
●�統合ステージⅠ:
各規格に基づき立てられた方針に矛盾がな
いこと

●��統合ステージⅡ:
目的・目標の計画立案と実施管理において、
各規格の関連する目的・目標の間のトレード
オフを評価・検討する仕組みがあり、それらが
解決されていること

　適用範囲について、「統合ステージⅠ」で
は、複数規格の適用範囲を統一すること
は求めない。もし、適用範囲をそろえるこ
とを望まない場合は、このステージでと

複合審査（*1）とIMS審査（*2）の2つのサー
ビスを提供してきた。これらのサービス
の提供による実績をベースに、複数規格
の運用により相互作用、相乗効果などを
発揮できるようステップ・バイ・ステッ
プで統合レベルの向上を図っていただ
ける「マネジメントシステム統合プログ
ラム」というサービスを開発した。従来
の複合審査、IMS審査は順次、このサービ
スへ一元化する方向で検討中である。
　今後JQAは、統合の程度に応じて「統合
ステージⅠ」「統合ステージⅡ」「プレミア
ム・ステージ」の3段階でそれぞれ判断指標
を設け、ステップアップをサポートする。
審査では、各ステージに足りない部分を気
づきとして提供するほか、セミナー開催
やホームページでの事例紹介など各種サ
ポートメニューの提供を予定している。

　複数の規格を統合して運用すること
はメリットが大きい。統合を進めること
により、わかりやすく、使いやすいマネジ
メントシステムを構築でき、スリム化で
きる。また、例えばISO�9001、ISO�14001
を統合する場合、品質・環境という異なる
視点を同時に持つことで日ごろの業務
を多角的に捉えることができ、新たな改
善活動につながるきっかけとなる。つま
り、複数の規格の統合は相互作用、相乗効
果を生み出すことができ、組織全体のパ
フォーマンス向上にもつながるだろう。
　さらに維持・管理の手間やコストも削
減できるうえ、受審回数を減らし、そのた
めの準備や対応の負担も減らすことがで
きる。審査工数の削減も図れ、審査費用も
圧縮できる。

　これまでは、規格ごとに章立てが異な
るため、マネジメントシステムの統合を
目指す組織にとっては、複数の規格間で
同様の要求事項、異なる要求事項を比較
するのが困難だった。マニュアルを統合
し、管理の共通化に取り組む組織は、どの
ような章立てで統合していくべきか、悩
みが大きかった。
　今後の改定で採用される共通要素で
は、異なる規格であっても章立てが共通
化しており、共通の要求事項と個別の要
求事項を明確にでき、共通管理、個別管理
の区別も容易になる。マネジメントシス
テムの統合運用を目指す組織には、導入
負荷が軽くなると期待できる。
　また、複数規格のマネジメントシステ
ムの適用範囲は、規格によって組織の意
図が違わなければ、基本的には同じにな
ることが見込まれる。
　組織の運用の効率化が進めば、審査も
効率化され、審査工数の削減にもつな
がっていく。

　JQAでは、複数規格のマネジメントシ
ステムを運用する組織に対して、従来、

　例えばISO�9001とISO�14001を同時
に運用している組織は多い。組織ごとに
その運用のやり方はさまざまであり、規
格ごとに運用するケースもあれば、マ
ニュアルを統合して、重なる内容／事項
を共通に管理している組織もある。
　規格ごとに分けた運用を行う組織は、
管理工数は2組織分になり、管理の手間が
大きい。本来、組織の活動は1つであり、品
質や環境で独立する活動にはなっていな
い。規格もまた、本来は組織の活動を効果
的に進めるために、組織が主体的に活用
する経営ツールである。ところが、規格の
個別の要求事項に応えることが目的とな
り、マネジメントシステムの運用が、とも
すると認証を取得するための活動に陥っ
てしまうケースもある。
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複数規格運用の現状

各ステージの判断指標

ステップ・バイ･ステップで
進められる「マネジメント
システム統合プログラム」

統合運用のメリット 今後の規格改定で変わること

今後の規格改定は、マネジメントシステム規格の共通要素が採用される。
複数の規格を運用している組織にとって、これは、個別の規格を1つのマ
ネジメントシステムへ集約した統合運用へ向かう大きなチャンスとな
る。JQAでは、新たに「マネジメントシステム統合プログラム」を提供し、
複数規格の効率的な運用へ、意欲的に踏み出す組織をサポートしている。

規格改定が広げるマネジメント
システム統合運用のチャンス

マネジメントシステム
統合プログラム

JQA Business Frontline マネジメントシステム統合プログラム

（*1）�
複合審査：すでに取得したマネジメントシステム規格
の定期審査や更新審査、新たに取得を目指すマネジ
メントシステム規格の登録審査を、組み合わせて複
合的に行う審査。

（*2）�
IMS（統合マネジメントシステム）審査：複数のマネジ
メントシステム規格を1つに統合し、組織のなかで有
効に運用しているかを審査する。JQA独自のサービス
として開発し、2005年度より審査を開始。

■ マネジメントシステム統合プログラムのイメージ

■ 統合によるメリット
トータルコストの軽減

統合により維持・管理作業にかかる
内部コストを軽減

内部コストの軽減　

受審回数の減少により受審準備や
審査対応の負担を軽減

受審回数の低減

審査効率の向上により審査工数を
削減(審査費用を軽減)

審査工数の削減

パフォーマンスの向上

わかりやすく使いやすい
Simple シンプル

ムダの排除
Slim スリム

部分最適から全体最適へ
Synergy シナジー

どまることになる。長期的な視野を持っ
て、この段階からじっくりスタートする
ことも選択肢のひとつである。
　一方、統合を推進したい組織は、「統合
ステージⅡ」から、主要業務・主要組織を
含めて、適用範囲の統一化を図ることが
望まれる。

従来の審査サービスは
どう当てはまるか

　これまでJQAの複合審査、IMS審査を
受けていた組織は、特別な手続きや準備
を必要とせず本プログラムへ参加できる
よう準備を進めている。
　JQAの複合審査を受けていた組織は、
概ね「統合ステージⅠ」から「統合ステージ
Ⅱ」に該当し、IMS審査を受けていた組織
は、概ね「統合ステージⅡ」から「プレミア
ム・ステージ」に当てはまる予定である。
　また、「プレミアム・ステージ」は本プ
ログラムのフラグシップモデルであり、
IMS審査を受けていた組織のなかでも、
より高いレベルでの運用を実現している
組織を中心に、より多くの組織にチャレ
ンジしていただきたい。

「マネジメントシステム
統合プログラム」の詳細情報

　サービス内容や申込方法、またサポー
トメニューなどの詳細についてはJQAの
ホームページで紹介していく予定である。
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